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切断データ（Review）
例1；Channing House data

(Hyde, 1980, Biostatistics Casebook, pp.31-46)

高齢者福祉施設で入局者の生存時間を長期的に観測

• Hydeは の下で の分布を推定

• 観測値が得られる条件；

• は を左から切断(Left-truncation)
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切断データ（Review）
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図１、Channing House data (Hyde, 1980)
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切断データ（Review）
例2；AIDS data (Kalbfleisch & Lawless, 1989, JASA)

AIDSの潜伏期間を一定期間１０２ヶ月に渡って調査

• 観測値が得られる条件；

• は を右から切断(Right-truncation)

• Lagakos et al. (1988)は の下で の分布
関数の推定量を提案

102

間（月）感染から発症までの時

の時間(月)ある時点から感染まで







X観測可能条件；T

X

T

YX 

XY

Tここで、Y 102

YX  X



• 切断データ

Subject to

• Left-truncation, Right-
truncation共に上記の
データ構造

• が仮定される
(Kalbfleish & Lawless; 
Hyde)
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• 独立性の仮説は実データで成立するか？

In general, no

• 独立性仮説は統計的に検定可能か？

Yes, but quasi-independence



Quasi-independence (Review)

• 完全データ

１) FisherのZ検定（ノンパラメトリック）

2) 尤度比検定（パラメトリック、漸近有効）
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Quasi-independence（Review）

切断データにおける独立性をどのように定式化する
か？

• データ

• 独立性仮説

は切断データから検定不可能

• 定義；Quasi-independence
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Quasi-independence（Review）
• 目的；切断データ

よりQuasi-independence

の統計的検定を行う

• 簡潔に述べると、Quasi-independenceとは条件付分布関
数が２つの関数の積で書けること

• Reject Quasi-independence 

→ Reject Independence

（完全データ;Reject ρ＝０ → Reject Independence）
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提案する方法
• Emura and Wang (2009), J of multivariate analysis

より紹介

• Notation; 計数過程

• ２×２集計表
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提案する方法
• 帰無仮説

（Quasi-independence）

の下で

は超幾何分布に従う

• ログランク型統計量
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統計量の漸近分布
• クラス統計量（Fleming-Harington型）

• 漸近正規性（参考；Emura and Wang（２００９））

• Plug-in分散推定量
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統計量の漸近分布

★分散推定量はJackknifeの方が優れている（千葉
大学テクニカルレポートVol.２４、No.12、２００８）

• 計算がプラグイン推定量よりも容易である
• クラス以外にも適用可能
• 漸近近似の精度がプラグイン推定量よりも良い
• 分散の推定量の一致性
（一致性の証明;汎関数表示の連続ガトー可微分性
を用いる）

結論； ならば を棄却
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統計量の漸近分布

• 統計量のPower評価基準；Locally most powerfuｌｌ

対立仮説が帰無仮説に近づくときの最適性

• 対立仮説の列（ Local alternative）
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統計量の漸近分布

• のとき、

• Powerを最大化する

↔ を最大化する を選択する

が最大化~で0
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ただし、μρは解析的に書けない（Emura and Wang, 2009）

ただし、μρは解析的に書けないのでMonteCarlo近似した



統計量の漸近分布
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今後の課題
• 両側切断データへの拡張

Xが右切断と左切断を両方受ける場合

両側切断データ；

• 先行研究１；Efron and Petrosian （１９９４，１９９９；JASA）
★宇宙上の星の明るさの測定値が両側切断される

• 先行研究２；Martin and Betensky (2005)

★両側切断データの下で、Quasi-independenceをKendall

のTauを用いて検定する手法を提案
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ご静聴ありがとうございました


